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真
珠
業
界
発
展
へ
活
動
報
告

第
２
回
真
珠
産
業
連
携
強
化
協
議
会
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講
演
要
旨｢

ア
コ
ヤ
貝
真
珠
の
成
長
と

品
質
を
左
右
す
る
要
因
に
つ
い
て｣

三
重
大
学･

古
丸
明
教
授

平成年度第回真珠産業連
携強化協議会（３月日）

発
表
す
る
古
丸
氏
＝
三
重
県
志
摩
市
で

真
珠
養
殖
の
現
状
と
展
望

み
え
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
議
論

東
京
駅
近
く
の
フ
ク
ラ
シ
ア

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都

千
代
田
区
大
手
町
２
丁
目
）
６

階
で
３
月

日
、
平
成

年
度

２
回
目
の
真
珠
産
業
連
携
強
化

協
議
会
（
渡
部
終
五
座
長
＝
北

里
大
海
洋
生
命
科
学
部
特
任
教

授
）
が
開
か
れ
た
。
同
協
議
会

は
、
真
珠
振
興
法
の
制
定
を
受

け
、
水
産
庁
の
「
真
珠
養
殖
業

等
連
携
強
化
・
成
長
展
開
事

業
」
に
て
設
立
さ
れ
、
同

年

度
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
真
珠
養
殖
業

な
ど
を
「
成
長
産
業
」
と
し
て

展
開
す
る
た
め
、
真
珠
産
業
各

層
（
養
殖
・
流
通
・
行
政
・
研

究
機
関
）
の
連
携
強
化
を
図

り
、
協
議
会
や
部
会
を
開
催

し
、
行
動
計
画
策
定
を
通
じ
て

真
珠
振
興
を
図
る
こ
と
が
目

的
。
外
部
有
識
者
や
事
業
者

（
流
通
業
者
、
養
殖
業
者
）
が

メ
ン
バ
ー
で
、
水
産
庁
、
経
済

産
業
省
、
愛
媛
県
、
長
崎
県
、

三
重
県
、
神
戸
市
、
宇
和
島
市

な
ど
地
方
行
政
が
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
入
る
な
ど
「
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
体
制
の
日
本
真
珠

産
業
戦
略
会
議
に
相
応
し
い
陣

容
と
な
っ
て
い
る
。

会
議
で
は
、
同

年
度
の
各

部
会
活
動
に
つ
い
て
、
生
産
開

発
部
会
部
会
長
の
渡
部
氏
（
座

長
）
か
ら
、
昨
年
９
月

日
―


月
９
日
に
実
施
し
た
「
種
苗

・
母
貝
調
達
状
況
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
三
重
・
愛
媛
・
長
崎

（
壱
岐
・
対
馬
を
含
む
）
・
熊

本
・
大
分
・
佐
賀
各
県
の
取
り

組
み
や
課
題
が
紹
介
さ
れ
た
。

渡
部
氏
は
調
査
結
果
を
受
け
、

同

年
度
事
業
で
は
大
学
・
県

水
産
試
験
場
と
連
携
し
て
海
洋

環
境
に
合
っ
た
母
貝
の
生
物
学

的
特
性
を
遺
伝
学
的
情
報
か
ら

明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
に
着

手
し
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
確

立
の
た
め
の
母
貝
生
産
条
件
の

解
明
を
目
指
す
と
し
た
ほ
か
、

昨
年

月

日
―

月
１
日
に

開
催
し
た
「
真
珠
研
究
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
１
８
」
に
つ
い
て

も
報
告
し
た
。
全
真
連
か
ら

は
、
九
鬼
湾
に
て
実
施
中
の
天

然
採
苗
試
験
に
つ
い
て
育
成
調

査
、
生
息
状
況
調
査
の
結
果
な

ど
事
業
の
状
況
報
告
も
あ
っ

た
。

販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

会
副
部
会
長
の
山
下
裕
子
氏

（
一
橋
大
大
学
院
経
営
管
理
研

究
科
教
授
）
か
ら
は
、
２
月
８

日
に
日
本
真
珠
振
興
会
が
制
定

し
た
「
真
珠
指
針
」
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本

が
世
界
に
先
駆
け
て
養
殖
技
術

を
確
立
し
た
真
珠
に
つ
い
て
、

真
珠
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
が

真
珠
の
定
義
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て
の
共
通
認
識
を
持
ち
、

真
珠
の
宝
石
的
価
値
や
宝
飾
文

化
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
行
動
規
範
を
定
め
た

も
の
。
同
氏
か
ら
は
、
品
質
規

格
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設

置
と
今
年
度
実
績
、
次
年
度
課

題
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ

た
。

田
坂
行
男
氏
（
日
本
真
珠
振

興
会
専
務
理
事
）
か
ら
は
、
次

世
代
中
核
的
人
材
育
成
事
業
に

つ
い
て
、
同

年
度
に
助
成
を

受
け
た
７
団
体
の
活
動
報
告
が

あ
っ
た
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー

チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
任

研
究
員
の
妹
尾
康
志
氏
か
ら

は
、
現
行
行
動
計
画
の
評
価
と

改
訂
に
つ
い
て
、
進
捗
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
な
ど
の
資
料
に
基
づ

い
て
説
明
が
あ
り
、
行
動
計
画

付
属
資
料
に
か
か
る
改
訂
案
が

承
認
さ
れ
た
。

同

年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
中
井
忍
氏
（
水
産
庁
裁
培

養
殖
課
課
長
補
佐
）
か
ら
「
日

本
真
珠
国
際
競
争
力
強
化
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
同

年
度
の
議
論
に
基
づ

き
、
真
珠
の
日
本
ブ
ラ
ン
ド
構

築
の
た
め
品
質
基
準
の
策
定
・

普
及
に
必
要
な
調
査
・
分
析
な

ど
（
品
質
基
準
の
事
例
収
集
、

品
質
検
査
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の

設
計
、
漁
場
別
の
生
産
情
報
・

品
質
特
性
の
調
査
分
析
）
に
つ

い
て
支
援
す
る
旨
と
、
連
携
強

化
推
進
事
業
、
次
世
代
中
核
的

人
材
支
援
事
業
の
継
続
に
加

え
、
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
構
築
重

点
課
題
支
援
事
業
」
に
よ
り
真

珠
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
の

た
め
行
動
計
画
の
重
点
項
目
に

関
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る

旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

閉
会
挨
拶
す
る
三
重
大
学
の
吉
岡
基
教
授

＝
三
重
県
志
摩
市
で

三
重
県
真
珠
養
殖
連
絡
協
議

会
（
山
際
定
会
長
）
、
三
重
地

域
産
学
官
連
携
水
産
研
究
連
絡

会
議
（
三
重
大
大
学
院
生
物
資

源
学
研
究
科
、
国
立
研
究
開
発

法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
・

増
養
殖
研
究
所
、
三
重
県
）
は

３
月
７
日
、
「
第
９
回
み
え
水

産
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
志
摩
市
商

工
会
館
（
三
重
県
志
摩
市
阿
児

町
）
で
開
い
た
。
三
重
県
は
、

英
虞
湾
海
域
を
中
心
に
ア
コ
ヤ

貝
を
用
い
た
真
珠
養
殖
が
盛
ん

だ
が
、
販
売
価
格
が
景
気
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
や
赤
変

病
、
有
害
赤
潮
の
影
響
な
ど
に

よ
り
安
定
的
な
経
営
維
持
が
難

し
く
、
経
営
体
数
が
減
少
し
、

真
珠
養
殖
生
産
量
・
生
産
額
は

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
同
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
高
品
質
な
真
珠

の
生
産
技
術
開
発
、
赤
変
病
に

強
い
ア
コ
ヤ
貝
の
作
出
な
ど
、

各
研
究
機
関
で
真
珠
養
殖
の
経

営
安
定
化
に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
い
る
研
究
事
例
や
取
組
な
ど

を
共
有
し
、
真
珠

養
殖
業
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ

い
て
議
論
す
る
目

的
で
開
か
れ
た
。

前
号
に
引
き
続

き
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
講
演
要
旨
を

掲
載
す
る
。

古
丸
氏
は
、
近
隣
の
研
究
機

関
や
企
業
と
の
共
同
研
究
の
一

部
を
発
表
。
母
貝
・
ピ
ー
ス
貝

の
育
種
に
関
す
る
研
究
で
は
、

真
珠
の
品
質
は
、
巻
き
、
光

沢
、
干
渉
色
の
色
、
色
素
に
よ

る
色
、
大
き
さ
、
キ
ズ
の
有
無

で
決
ま
る
が
、
母
貝
に
求
め
ら

れ
る
の
は
高
生
残
率
、
厚
い
真

珠
の
巻
き
で
、
ピ
ー
ス
貝
に
求

め
ら
れ
る
の
は

真
珠
の
美
し
い

色
と
光
沢
で
あ

る
と
し
た
。
母

貝
の
系
統
に
よ

る
相
違
に
つ
い

て
、
研
究
目
的

と
し
て
、
性
に

よ
る
違
い
▽
貝

殻
の
成
長
と
の

関
係
▽
ポ
リ
ド
ラ
寄
生
は
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
▽
時

期
に
よ
る
相
違
・
水
温
と
の
関

係
―
を
挙
げ
、
研
究
結
果
と
し

て
、
①
母
貝
の
系
統
に
よ
っ
て

巻
き
は
異
な
る
②
母
貝
の
系
統

に
よ
っ
て
一
層
の
厚
さ
も
異
な

る
（
干
渉
色
の
相
違
）
し
、
ピ

ー
ス
貝
の
系
統
で
も
真
珠
層
の

厚
さ
が
異
な
る
③
水
温
と
真
珠

の
巻
き
は
相
関
が
あ
る
（
夏
厚

く
、
冬
薄
い
）
。
④
一
層
の
厚

さ
は
水
温
に
よ
っ
て
異
な
る
。

冬
に
一
層
の
厚
さ
が
変
化
す
る

キ
品
質
（
光
沢
と
関
係
）
⑤
光

沢
と
表
層
の
結
晶
層
の
厚
さ
と

薄
く
な
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る

⑥
不
均
一
な
層
は
品
質
を
落
と

す
可
能
性
あ
り
⑦
ポ
リ
ド
ラ
寄

生
は
巻
き
、
一
層
の
厚
さ
を
薄

く
す
る
。
キ
品
質
の
低
下
（
巻

き
＋
干
渉
色
）
―
と
し
た
上

で
、
涼
し
い
夏
で
の
実
験
結
果

で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
と

し
た
。

ま
た
、
垂
下
養
殖
で
は
餌
の

量
に
よ
っ
て
貝
の
成
長
が
決
ま

る
た
め
、
餌
の
量
に
見
合
っ
た

貝
の
養
殖
を
行
う
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
し
た
。
２
０
１
８
年

夏
は
猛
暑
と
な
り
水
温
も
か
な

り
上
が
っ
て
貝
の
大
量
斃
死
が

懸
念
さ
れ
た
が
、
英
虞
湾
内
で

飼
育
し
て
い
た
挿
核
貝
は
生
残

率
が
想
定
よ
り
も
高
か
っ
た
の

は
、
漁
場
や
感
染
症
の
有
無
に

も
よ
る
が
、
夏
の
水
温
が
高
く

て
も
好
適
な
餌
の
量
が
十
分
で

あ
れ
ば
貝
は
簡
単
に
は
死
に
至

ら
な
い
た
め
だ
と
し
た
。
持
続

的
な
効
率
的
養
殖
の
実
現
に

は
、
真
珠
の
品
質
、
生
産
効

率
、
付
加
価
値
を
高
め
る
技
術

開
発
を
は
じ
め
、
環
境
に
友
好

的
な
養
殖
実
現
、
適
正
な
養
殖

量
把
握
、
漁
場
の
有
効
活
用
、

湾
内
の
浅
場
の
環
境
再
生
、
適

切
な
量
の
栄
養
塩
維
持
の
た
め

の
施
策
、
後
継
者
対
策
な
ど
、

流
通
体
系
の
あ
り
方
も
含
め
、

課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
し

た
。


